
図 2 観測用百葉箱 
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1．研究の背景・目的  

CO2 は 18 世紀末の産業革命以降の人口増加や産業発展の影響で地球上に急激な勢いで増加してきた温室効果ガス

である。NOX や SOX 等他の大気汚染物質に伴って排出されるケースが多く、NOX 濃度と正の相関性を示すというデー

タも報告されており 1)、1997 年の京都議定書で日本を含む世界各国で明確な目標が設定されるなどその排出量の削

減が重要な課題となっている。大気中の CO2の量を示す指標として CO2濃度があり具体的な数値目標にも用いられる

が、その値も日本国内において地域によって明らかな格差や特性が生じていることが分かっている 2),3) 。そのため、

地域ごとの状態・特性を把握した上でその傾向に応じた対策をとることが望まれるものの、都市・地域スケールに

おいてデータ収集・分析を目的とした長期・連続的な観測事例は十分とはいえない現状にある。そこで本研究では

比較的簡易に行うことが可能な CO2濃度観測システムを構築し、収集したデータについて一部 GIS を用いた分析技

法を示すとともに、データから読み取ることのできる地域の CO2環境を整理し、都市計画の面から CO2削減を検討す

るための基盤データを作成することを目的とする。 

 

2. 研究の流れ 

研究の流れを図 1に示す。本研究では 1つの観測点において時間変化や気象条件が CO2濃度に与える影響を観測す

る定点観測と、土地条件と CO2 濃度の関連性について移動しながら観測する移動観測を並行的に行っていく。本論

では定点観測について報告を行う。 
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3．定点観測  

図 2 に示すような計測用百葉箱を茨城大学部工学部都市システム

工学科西棟屋上に設置し、CO2 濃度データの収集を行っている。本シ

ステムでは CO2濃度と同時に気温、湿度、気圧、風向、風速を観測す

ることが可能である。以下に、これまで行った CO2濃度の変化傾向分

析の一部をまとめる。 

(1) 日間の濃度変化 

過去の研究 5)によって、本観測において図 3 のように CO2 濃度が

朝・夜に高く昼に低くなる日が多い傾向が確認されており、周辺山地

や都市部の植生による光合成や呼吸の影響を受けていることが推察

された。 
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図 1 研究の流れ 
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図 3 濃度観測データ(07 年 10 月 23 日) 図 4 各季節における平均的濃度変化グラフ 
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(2) 季節間の濃度変化 

一般的に光合成は夏になると特に活発になると考えられるため、季節による傾向の違いの検討を加えて行った。

図 3 は 2008 年の 1 月(冬)、4 月(春)、7 月(夏)、10 月(秋)の計測データについて、1 時間毎の平均濃度データを 1

ヶ月分揃えることによって平均的な CO2 濃度の日変化グラフを作成したものである。いずれの季節においても昼間

に濃度が下がる傾向が確認でき、また夏にその差が大きくなっていることからも、1日のうち濃度が朝・夜に高く、

昼に低くなるという傾向は植物の光合成による影響である可能性が高いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

(3) 通年の濃度変化 

図 3は 1日の平均 CO2濃度について、本研究によって観測された 2007 年 11 月 1日から2008 年 10 月 30 日までの

1年間分のデータをグラフにしたものである。青い点が日毎の平均 CO2濃度、赤い線が月の平均濃度、黄色ハッチン

グは月の標準偏差の範囲を表している。グローバルスケールの観測においては、CO2濃度は夏に低く冬に高まる傾向

があるが、本観測ではそういった傾向を見ることは難しく現段階では明確な原因の解明には至っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．おわりに  

生活環境圏を対象とした CO2濃度計測網はその事例が少なく、圏域レベルでの継続的観測データに基づく経年デー

タ蓄積例はいうまでもない。大気環境の一端を議論する上で、実データに基づく理論の実際を裏付けていくスタン

スが重要と考えれられる。今後の継続データを利用し、日照や風向風速などの各種気象条件が CO2 濃度に与える影

響について考察すると同時に県南地域に新しく観測システムを整え、観測地の違いによる濃度変化傾向の変化の考

察を行うことを今後の課題としたい。 
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図 5 日平均 CO2濃度の年間推移 
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